
平成31年度 ファ ー ムメイド乳製品等の検査及び工房の環境検査事業
実施結果事例報告

1. はじめに

令和2年3月
公益財団法人日本乳業技術協会

自ら搾った生乳からチ ー ズ、 アイスクリ ー ム、 ヨ ー グルト等の乳製品（ファ ー ムメイド
乳製品）を製造・販売する6次産業化に取り組む酪農家、 地元の生乳や特定の酪農家の生
乳を使用して乳製品を製造・販売する工房が全国的に増加している。 こうした取り組みの
成功のためには、 おいしいものであることに加え、 安全性や品質の安定性、 成分表示の正

確性等に配慮することが求められる。
公益財団法人日本乳業技術協会では、 乳製品の製造・販売に取り組む酪農家等が乳製品

やその原料である生乳の安全性や品質、 製造施設の環境等を確認するために必要な検査、
調査等を行うことによって、 取り組みを支援する事業（ファ ー ムメイド乳製品等の検査及
び工房の環境検査事業）を、JRA畜産振興事業として実施している。

平成31年度は30戸の酪農家の参加を得た。地域別の参加酪農家数の 一 覧を表1に示す。

表1 参加酪農家数 （戸）
北海道 14 埼 玉 1 石 川 1 岡 山 1 

青 森 1 千 葉 1 福 井 1 広 島 1 

岩 手 1 東 京 1 京 都 1 熊 本 2 

栃 木 1 新 潟 1 兵 庫 1 宮 崎 1 

2. ファ ー ムメイド乳製品と原料（生乳）の検査
参加酪農家から乳製品と生乳の送付を受け、 当協会の検査室にて検査を実施した。 乳製

品60検体および生乳61検体について実施し、 その内訳は表2と図1、 図2、 検査項目と
検査方法は表3-1と表3-2のとおりである。 乳製品はチ ー ズが最も多く、 検査を行った乳
製品の 7 割を占めた。

表2 検体数
チ ー ズ
ソフトミックス

（検体）
42 1 アイスクリ ー ム 1 8 1 ヨ ー 初五□「[
2 牛乳 2 生乳 61 
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図1 検体の内訳（乳製品） （単位：検体）
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ホルスクイン種 ・ プぅウンスイス種 ・ ヅャーヅ 一種

図2 検体の内訳（生乳） （単位：検体）
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